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第 1章 河鍋暁斎筆《龍頭観音図下絵》 
(河鍋暁斎記念美術館蔵) 
 


























































治 6(1873)年のウィーン万博、明治 9(1876)年のフィラデルフィア万博、明治 14(1881)年










晩年も精力的に制作を行なっていたが、明治 22(1889)年 4月 26 日、59歳で胃癌のため
死去した。暁斎は生涯を通じて逸話も多く、画人伝などでもその様子が伝えられている。
 10 
表 1  河鍋暁斎 略歴 （年齢は数え年） 
年号(西暦) 年齢 年譜 
天保 2(1831) 1 4 月 7日、下総国古河に生まれる。河鍋記右衛門次男。幼名周三郎。 
3(1832) 2 父、江戸に出て定火消同心甲斐氏の株を取得、甲斐姓を名乗って御茶ノ
水に住む。 
8(1837) 7 浮世絵師、歌川国芳に入門。 
11(1840) 10 狩野派の画師、前村洞和に入門。 
12(1841) 11 前村洞和の病気により、その師狩野洞白(表絵師・駿河台狩野)に入門。 
嘉永 2(1848) 19 駿河台狩野の修業を終え洞郁陳之と称する。 
3(1849) 20 秋元藩の画師坪山洞山の養子となる。洞白に従い東照宮修理。 
5(1852) 22 坪山洞山の家を離縁される。 
安政 2(1855) 25 10 月の江戸大地震を機に、仮名垣魯文の戯文に「鯰絵」を描き人気を博
す。 
4(1857) 27 鈴木其一の娘きよと結婚。画師として独立、河鍋姓を嗣ぐ。 
5(1858) 28 この頃狂画を描き始め、狂斎と号す。 
6(1859) 29 駿河台狩野家に協力し増上寺の黒本尊堂を修復。妻きよ死去。とせと結
婚。 
万延元(1860) 30 父記右衛門没。妻とせ没。 
慶応元(1865) 35 戸隠神社中院の天井画（龍）を描く。 
2(1866) 36 12 月、本郷金助町火事、大根畑の狂斎宅類焼。 
明治 2(1869) 39 勝田家の娘たつの供養のため画帖「地獄極楽めぐり」制作。 
3(1870) 40 書画会で描いた諷刺戯画が不敬罪に問われ、逮捕投獄される。 
4(1871) 41 放免。伊豆修善寺温泉で静養。狂斎の号を暁斎と改める。 
6(1873) 43 ウィーン万博に「神功皇后、武内宿禰の図」を出品。 
9(1876) 46 フィラデルフィア万博に出品。 
フランス人エミール・ギメとフェリックス・レガメが暁斎宅を訪問。 
(肉筆「釈迦如来図」（ギメ美術館蔵）)。 





12(1879) 49 〈龍池会発足〉 
この頃本郷霊雲寺の法弟となる。 





15(1882) 52 第 1回内国絵画共進会に「風神」「雷神」を出品。 
駿河台狩野家伝来の前立観音を預かる。 
16(1883) 53 6月、第 1回パリ日本美術縦覧会に「龍頭観音図」を出品。 










19(1886)  56 東洋絵画共進会に「滝見観音」を揮毫。ブリンクリー宅（芝区田町）に
週 1回の出稽古。 
20(1887) 57 4 月 30 日、ブリンクリー宅でロンドンから来日した画家モーティマ
ー・メンピスに会い、画論を披露する。 
『暁斎畫談』発行。 































6 古田亮「近代日本畫の成立 脱狩野派の諸相」『國華』1370,國華社,2009.12 































8 日野綾子「河鍋暁斎《山姥図》 : 図様と制作背景に見る明治期の暁斎」『デアルテ : 九州藝術学会誌 
= De Arte : journal of the Kyushu Art Society』 34 号,九州藝術学会,2018,p29-48 
9 コンドルは これを明治 14(1881)年第 2回内国勧業博覧会以降としているが(ジョサイア・コンドル『河


















































10 明治 18 年ごろからとする説もある。 










が、これらの本画も残っていない。具体的には、《観音図下絵》(「明治 18年 3月 22
日」の記入あり、図 1)《龍頭観音図下絵》（「明治 16年 10月 5 日」の記入あり、図
2）、本研究の対象作品である《龍頭観音図下絵》(図 3)の 3点である。 




















図 1  《観音図下絵》 
紙本墨画淡彩、47.0×39.5cm 

















図 2 《龍頭観音図下絵》 
紙本墨画淡彩、117.0×41.2cm 
「明治 16年 10月 5日」の記入あり 
河鍋暁斎記念美術館 










































































図 6 図 7 に該当する印章 (《山姥図》にも使用) 
（ジョサイア・コンドル『河鍋暁斎』 





図 7 村松梢風著『本朝画人伝』下巻 















15 日野綾子「河鍋暁斎《山姥図》 図様と制作背景に見る明治期の暁斎」『デアルテ= De Arte,journal 
of the Kyushu Art Society』九州藝術学会誌 34, 九州藝術学会, 2018,p.29-48  
16 曽田めぐみ氏は、昭和 14年に開催された「曖遠邨荘所蔵品入札会」の図版と、その作品情報の「捲 巴
里日本美術縦覧会」という記載を根拠としている。『河鍋暁斎 その手にかけぬものなし』展覧会図録,サ
ントリー美術館,河鍋暁斎暁斎記念美術館,朝日新聞社,2019.3,p.214 





前節で河鍋暁斎記念美術館に残る観音図の下絵を 3点挙げたが(図 1〜3)、そのうち 1点
に「明治 18年 3月 22 日」、もう 1点には「明治 16年 10月 5 日」と明記されている。第















けたことで企画された。明治 16(1883)年 2月 22 日には、パリで展覧会が開催できるとい




住の画家には、明治 16(1883)年 3月 2 日、龍池会の佐野会頭が自宅に出品候補者を召集し
て制作を呼びかけた。3月 15 日には揮毫を終え、3月 30 日には装潢を完了させることと




18 「龍池会記事 第一回巴里府日本美術縦覧会記事」『近代美術雑誌叢書 1 大日本美術新報』第 1巻,
ゆまに書房,1990.9,p.10-15 
19『日本美術協会年表 : 創立 50 年記念』財団法人日本美術協会,1928.4(渋沢社史データベース) 
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（本紙）縦 101.9 ㎝ × 横 54.3㎝ 


































図 9 《龍頭観音図》            図 10 ジョサイア・コンドル旧蔵《龍頭観音図》下絵 
イスラエル・ゴールドマン氏所蔵          （現存していない。） 
（『画鬼暁斎  Kyosai - 幕末明治のスター        (ジョサイア・コンドル『河鍋暁斎』山口静一 訳, 





















図 11 第 2回パリ日本美術縦覧会出品作 《黄石公》 














調査の際の記録写真を図 12 に示す。 
 
 
















術館,2007.8   
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図 14 狩野芳崖《悲母観音》 明治 22 年 東京藝術大学大学美術館 
（『特別展観 重要文化財 悲母観音 狩野芳崖筆』, 東京藝術大学藝術資料館,1989.10）） 
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          図 15  原田直次郎《騎龍観音》 明治 23 年 護国寺蔵（東京国立近代美術館寄託） 















24 古田亮氏は、芳崖の弟子の証言に基づき、既に明治 15年から構想されていたと指摘している。 
古田亮「《悲母観音》考」『狩野芳崖 悲母観音への軌跡』展覧会図録,東京藝術大学大学美術館,2007.8 
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図 16  狩野芳崖《観音》 明治 17 年      図 17 狩野芳崖《悲母観音》 明治 21 年 
フリーア美術館                東京藝術大学大学美術館 
（ともに『特別展観 重要文化財 悲母観音 狩野芳崖筆』, 東京藝術大学藝術資料館,1989） 
  
 









そうした逆風のなかで 1887（明治 20）年 11月 19 日、直次郎は上野の華族会館で開か
れた龍池会例会で、講話「絵画改良論」を行っている25。それによれば、彼はまさにフェ
 
































26 原田直次郎「絵画改良論」『明治洋画史料 記録篇』,青木茂編, 中央公論美術出版 1986.12,p.190-197 












































暁斎研究会会誌,58, 河鍋暁斎記念美術館, 1992.5 
30 東京美術学校の開校は、明治 22(1889)年 2月。 































32 古田亮『日本画とは何だったのか 近代日本画史論』 角川選書,2018.1 




















図 18  「臨摸」および「臨画」 
(『東京芸術大学百年史 東京美術学校篇 第 1巻』,東京芸術大学百年史編集委員会編,ぎょうせい,1987) 
 
 
34 明治 29(1907)年に西洋画科が設置されるまで、絵画科は日本画のみだった。 
35 『東京芸術大学百年史 東京美術学校篇 第 1巻』,東京芸術大学百年史編集委員会編,ぎょうせ
い,1987,p.113,p.156,p.206 
36 註 35掲書,p.156 
37 普通科(のち予備科)は、各専門科目に進む前の予備課程。大正 12(1923)年に廃止。 
38 註 35掲書,p.155 
























40 『東京芸術大学百年史 東京美術学校篇 第 1巻』,東京芸術大学百年史編集委員会編,ぎょうせ
い,1987,p155 
41 註 40掲書,p.156 
42 結城素明は、明治 30(1897)年東京美術学校日本画科を卒業後、同年 9月に同校西洋画科に再入学し
た。明治 37(1904)年同校助教授となり、大正 2(1913)年〜昭和 19(1944)年教授として教えた。 
























たようだ。図 20 は「臨画」の手本である。 
  




44 結城素明『新日本画講義』日本美術学院, (国立国会図書館デジタルコレクション) 
45格子状の木の骨組みに和紙を数層重ね貼りし、表面に柿渋を塗って撥水性をもたせたもの。絵画制作の
際に仮に本紙を貼りこむ際に用いる。 































































49『東京芸術大学百年史 東京美術学校篇 第 2巻』,東京芸術大学百年史編集委員会編,ぎょうせい,1992, 
p.761-765 




























51 『東京美術学校百年史 東京美術学校篇 第 3巻』,東京芸術大学百年史編集委員会編,音楽之友
社,1997,p.763-764 
52 伊原宇三郎。東京美術学校出身の洋画家。当時工芸科でデッサンの指導にあたっていた。 
53 註 51掲書,p.764 
54 美大・芸大の殆んどの受験生は美術予備校に通い、西洋的な明暗・遠近法によるデッサンを学ぶ。 
もはやデッサンは、大学で学ぶものではなく、予備校で学ぶものになっていると言っても過言ではない。 


































56『東京芸術大学百年史 東京美術学校篇 第 3巻』,東京芸術大学百年史編集委員会編,ぎょうせ
い,1997,p.959-983  
57 新教員は、小林古径、安田靫彦、奥村土牛、田中青坪、山本丘人、羽石光志、村田泥牛となった。 
58 荒井経『日本画と材料 : 近代に創られた伝統』武蔵野美術大学出版局, 2015.10 
59 昭和 24(1949)年に東京美術学校、東京音楽学校は新制大学の東京藝術大学に包括された。 






























































62 加山又造『白い画布 私の履歴書』日本経済新聞社,1992,p.90-91 
63 荒井経『日本画と材料 : 近代に創られた伝統』武蔵野美術大学出版局, 2015.10 
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第 2章 ジョサイア・コンドル『Paintings and studies  
by Kawanabe Kyosai』を中心とした 
技法材料調査 
 






暁斎の技法材料について言語化されたものは、『Paintings and Studies by Kawanabe 
Kyosai』(明治 44年)、『暁斎畫談』（明治 20年）、『河鍋暁斎翁伝』(明治 34年、稿
本)の 3件である。具体的に技法材料をみていく前に、まずそれぞれの文献の特徴や傾向
を挙げておきたい。 














64 ジョサイア・コンドル『Paintings and Studies by Kawanabe Kyosai』河鍋暁斎記念美術館,1993(英
文)、ジョサイア・コンドル『河鍋暁斎』山口静一 訳,岩波書店, 2006.4(和文) 





図 22 『Paintings and Studies by Kawanabe Kyosai』内の暁斎の手本とコンドルのメモ 
（ジョサイア・コンドル『河鍋暁斎』山口静一 訳,岩波書店, 2006） 
 









































































































































         














































































暁斎が普段使用した筆は、『Paintings and Studies by Kawanabe Kyosai』によれば、
6〜8種類の筆、大小異なる 5種類ほどの刷毛、「とげ」と呼ばれる剛毛で作ったやや扁平
な粗い筆、そして「藁筆」であったという。 








81 ジョサイア・コンドル『河鍋暁斎』山口静一 訳,岩波書店,2006.4,p.64 
82 ジョサイア・コンドル『河鍋暁斎』山口静一 訳,岩波書店,2006.4,p.64-65 
83 飯島半十郎『河鍋暁斎翁伝』河鍋暁斎記念美術館,2013,p.202 











まずは、『河鍋暁斎翁伝』『Paintings and Studies by Kawanabe Kyosai』『暁斎畫
談』の三書に記載された絵具と、現在の各絵具の名称を照合し、表 2に示した。表中の記
載順番は、『Paintings and Studies by Kawanabe Kyosai』での記載順である。 
 
表 2  絵具の照合 
現在の名称 

















群青 紺青、群青、白群青（炭酸化銅） 群青、紺青  紺青、群青  
藤黄 雌黄
しおう
 （ガンボージ樹脂） 雌黄（水で磨る） 雌黄（水で磨る） 
黄土 黄土（帯黄色の土、Yellow ochre）    黄土 黄土 
朱土もしくは弁柄 紫土
し ど
（赤色の酸化鉄。Indian-red） 紫土 紫土 
代赭 代赭（固形。Burnt sienna）   

































銀泥 銀泥 銀泥 銀泥 






























   
 



























































ここまで単色の絵具について整理したが、『Paintings and Studies by Kawanabe 
Kyosai』での記述や、暁斎の現存する作例からは、暁斎がモチーフによって様々な混色を




表 3 混色の実例 






89 ジョサイア・コンドル『河鍋暁斎』山口静一 訳,岩波書店,2006.4,p.71 
90 註 89掲書,p.71 





黄土の具 黄土＋胡粉 “柿色”とも言うクリーム・イエロー。 
藍の具 藍＋胡粉 “あさぎ”色、すなわち薄藍色。 
生臙脂の具 生臙脂＋胡粉 薄薔薇色で花の画によく用いる。略して“臙脂の具”という
ことが多い。 
草の汁 藍＋藤黄 透明な緑。 
 白緑＋藤黄＋胡粉 初春の若葉色に似た、前者より微妙で不透明な緑。 
 藍＋墨＋胡粉  瓦のような暗灰色。 
 藍＋墨 暗い青灰色。 






黄土茶 黄土＋藍＋胡粉 葉の色。 
白緑茶 白緑＋藤黄＋丹 葉の色。 




 丹＋胡粉＋代赭 肉色のひとつ。 
 生臙脂＋代赭  顔の隈取り。  
 朱＋代赭 唇の描き起こし。 
 墨＋朱＋生臙脂 紫褐色。顔の描線の描き起こし（女性）。  
 白緑＋胡粉    
 紫土＋雌黄＋胡粉＋墨  
 白緑＋雌黄    
 黄土＋代赭＋胡粉  
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 代赭＋墨  
 代赭＋黄土＋墨  
 紫土＋胡粉  
 紫土＋墨  
 代赭＋藤黄  






























 ○固形 藍棒 ○粉末と棒状がある △ 
緑青 ○ ○ ○ ○ ◎ 
アタカマイト 
（緑青代用品） 
銅青 ○ × × × 
群青 ○ ○ ○ ○ ◎ 




黄土 ○ ○ ○ ○ ○ 
朱土 
もしくは弁柄 


















朱 銀朱 ○ ○ ○ △ 
丹 黄丹 ○ ○ ○ △ 
綿臙脂 生燕脂 ○ 臙脂 猩臙脂 △ 
蘇芳 燕脂 ○ キエンジ 黄燕脂




胡粉 ○ ○ 3種あり ○ ◎ 
スマルト ○ ○ × × △ 
金泥 ○ ○ ○ ○ ◎ 
銀泥 ○ ○ ○ ○ ○ 





水晶末 × × × 水晶末  
ガラス粉末 
◎ 





× × 珊瑚末 ◎ 
瑪瑙末 × × × 瑪瑙末 ◎ 

















石黄 石黄 × × × ×有毒 
雲母 雲母 × × × △ 
新岩絵の具 × × × × ◎ 
合成岩絵の具 × × × × ◎ 




























95 『図解 日本画用語辞典』東京藝術大学大学院保存修復日本画研究室,2007.5,P.44 
96 染谷香理『日本画画材関連史料翻刻集Ⅰ(江戸中期編)』東京藝術大学大学院文化財保存学保存修復日本
画研究室,2018.3,p.133 
































98 瓜生政和,河鍋洞郁『暁斎畫談』二階堂充 訳,河鍋暁斎記念美術館,2015,p.83 
99 結城素明『新日本画講義』日本美術学院, (国立国会図書館デジタルコレクション) 
100 市川守静「丹青指南」『明治日本画史料』青木茂 編, 中央公論美術出版, 1991.5,p.64  
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第 3 節 技法 
 
混色の比較 
 次に技法の、まず混色について、『Paintings and Studies by Kawanabe Kyosai』と
『丹青指南』の記述を比較した(表 5)。他の 2つの技法書『画筌』『新日本画講義』は、
この二書と混色例の記述に重複が多かったため、ここでは省いた。 




表 5 混色の実例 
暁斎周辺資料での 
混色名 
『Painting and Studies by 
Kawanabe Kyosai』 
『丹青指南』 
丹の具 丹＋胡粉 丹具（丹＋胡粉） 
代赭の具 代赭＋胡粉 × 
黄土の具 黄土＋胡粉 黄土具 
藍の具（あさぎ色） 藍＋胡粉 藍具 




 白緑＋藤黄＋胡粉 × 
 藍＋墨＋胡粉 × 
 藍＋墨 × 
 紫土＋墨＋胡粉 × 
 代赭＋藤黄＋胡粉 × 
 緋（朱）＋墨＋胡粉 丹墨具（丹＋墨＋胡粉） 
黄土茶 黄土＋藍＋胡粉 黄土＋藤黄＋丹＋胡粉 
白緑茶 白緑＋藤黄＋丹 白緑＋藤黄＋胡粉＋墨 
 朱＋墨 丹墨（丹＋墨） 
鼠の具 墨＋胡粉 墨具 
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（具墨） 艶墨（墨具の上に墨） 
 丹＋胡粉＋代赭 × 
 生臙脂＋代赭 × 
 朱＋代赭 × 
 墨＋朱＋生臙脂 × 
 白緑＋胡粉 白緑具 
 紫土＋藤黄＋胡粉＋墨 × 
 白緑＋藤黄 × 
 黄土＋代赭＋胡粉 × 
 代赭＋墨 × 
 代赭＋黄土＋墨 × 
 紫土＋胡粉 × 
 紫土＋墨 × 
 代赭＋藤黄 × 
金膠 藤黄＋代赭（＋膠） × 
 （作り黄土（朱＋藤黄））101 合セ黄土（丹＋藤黄） 
 △(コンドルの書き損じ？) ウルミ（藍＋臙脂） 
 × ウルミ具（藍＋臙脂＋胡粉） 
 × 丹墨茶（丹＋墨＋胡粉＋藤黄） 
 × 藤黄具（藤黄＋胡粉） 
 × 朱肉色（朱＋胡粉） 
 × 樹具（白緑＋墨＋胡粉） 
 
前節での材料のみの比較では、両書にあまり大きな差はみられなかったが、混色の実例
では、『Paintings and Studies by Kawanabe Kyosai』(明治 44年)に記載されている数








増やしていた。『Paintings and Studies by Kawanabe Kyosai』での混色例は、その具体
例を示している。 































103 加山又造『白い画布 私の履歴書』日本経済新聞社,1992,p. 
104 ジョサイア・コンドル『河鍋暁斎』山口静一 訳,岩波書店,2006.4,p.71 
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図 28 真と画 
(瓜生政和,河鍋洞郁『暁斎畫談』二階堂充 訳,河鍋暁斎記念美術館,2015) 
 
106 ジョサイア・コンドル『河鍋暁斎』山口静一 訳,岩波書店,2006.4,p.65 





























































































       
























































図 32 運筆練習を行なったもの（《鳥獣戯画》）  
 









図 33  河鍋暁斎《観世音菩薩図》 
    絹本著色、掛軸装  
縦 101.9 ㎝ × 横 54.3㎝、明治 12年もしくは明治 16年〜22 年  
日本浮世絵博物館蔵   
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図 34 河鍋暁斎《龍頭観音図》 
絹本著色、掛軸装 





































































図 37 河鍋暁斎《観世音菩薩図》 
    絹本著色、掛軸装  
縦 101.9 ㎝ × 横 54.3㎝、明治 12年もしくは明治 16年〜22 年  
日本浮世絵博物館蔵   
模写のための下絵    
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図 38  河鍋暁斎《龍頭観音図》 
絹本著色、掛軸装 























図 39  河鍋暁斎《観世音菩薩図》  絹本著色、掛軸装、縦 101.9 ㎝ × 横 54.3㎝、 



























図 42 裏彩色箇所の拡大写真 
    
 
 




























図 45 通常光での写真   Photoshop でカラーバランスを変化させたもの 
  
 




































































110 画絹の絹目や礬水の濃度については、第 2章第 2節を参照。 
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の上を一周すると、外側が自然に滲み、内側に円形が残った(図 51)。これも『Painting and 




図 51 頭光の表現技法 
 
② 暈し 




図 52  墨で暈していく順番のイメージ
  



















確認できた。ここまでの途中経過を示したのが、図 53 である。 
 
 









・〔『Paintings and Studies by Kawanabe Kyosai』の記述に従い、はじめに観音の肉身部
を、胡粉に代赭を加えた肉色で裏彩色した。この色は、男性的な顔の観音の肉色によく用い










図 54  観音の裏彩色                 図 55  裏彩色後の表画面 
 







図 56  表からの描き起こしの途中経過 
図 57  裏彩色の様子       
 
・〔衣を彩色し、頭髪を群緑で彩色した後、『Paintings and Studies by Kawanabe Kyosai』
の記載通りに、宝冠の下塗りに朱の具を用いた(図 58)。〕 
・〔その後、宝冠の下地の上に金泥と真鍮泥を塗り、宝飾品にも彩色を施した。善財童子に
も彩色し終えた後の全体像が図 59 である。〕 
 
 
図 58  表からの彩色の途中経過 
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た。この表現について『Paintings and Studies by Kawanabe Kyosai』に記述は無いが、江
戸時代後期の日本絵画には既に見られる表現である。〕 




図 60  本研究での模写 
 93 














図 61  河鍋暁斎《龍頭観音図》 絹本著色、掛軸装、縦 172.5 × 横 70.5cm 


















図 62 銀泥の黒変箇所                        図 63  二種類の金泥  
 
 







































  次に本画の制作に取り組んだ。画絹や木枠の準備は、《観世音菩薩図》(図 33)と同様で
ある。 
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① 墨による描画  


























図 69 は、この段階での様子を示したものである。 
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図 73  表からの彩色           朱を塗った上に綿臙脂を暈した 
 
・〔第 2章でも触れたように、彩色の暈しは、『Paintings and Studies by Kawanabe 
Kyosai』の記述の通り、最初から広く濃淡をつけておき、重ね塗りをするたびに、内側に
















薄い衣を藍の具で塗った。図 77 は、その全体像である。〕 
 
 
図 75 頭髪の下塗りと宝飾品の下塗り      図 76  模様を描き入れた様子 
 
 
図 77  全体図 
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・〔次に、薄い衣がかかっている部分以外の衣に、地色の上から模様を描き入れた。〕 
〔最後に薄美濃紙で裏打ちをして完成とした。その全体像が図 78 である。〕 
 
 
































































下絵》(図 79)の写真資料を原寸大にした Photoshop データを作った。それをベースに、
『本朝畫人傳』の口絵《龍頭観音図》(図 78)を拡大して原寸法を割り出し(図 81)、これ
を完成画の寸法と想定した。その寸法は、縦 132.0cm × 横 58.0cmである。 
 
 












周辺の、図 83 は侍者周辺の線を整理した前後の比較である。 
 
 
図 82  龍頭観音図下絵》観音の頭部周辺   筆者による、線を整理した模写 
 
 
図 83 《龍頭観音図下絵》侍者の周辺   筆者による、線を整理した模写 
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          図 85  観音の頭部周辺の線の整理過程 
 
 
図 86  侍者の周辺の線の整理過程 
 110 
 図 87 は、『本朝畫人傳』口絵の《龍頭観音図》(図 80)から線を抽出したものの全体像で
ある。 
 









































図 90  胸元の瓔珞部分の復元過程 
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 ④ 観音の手 
観音の手の部分は、《龍頭観音図下絵》(図 79)では向かって右側の手の部分が欠失し
ている。さらに『本朝畫人傳』口絵の《龍頭観音図》(図 80)では両手ともに図像が白く飛
んでいて不明瞭である。図 91 はこの二点を比較したものである。 
 
 



















図 93 《観音図下絵》  紙本墨画淡彩、47.0×39.5cm、 
「明治 18年 3月 22 日」の記入あり、河鍋暁斎記念美術館 
(『暁斎 その魅力ある世界−画稿・下絵集−』河鍋暁斎記念美術館,2019.1)  
 
図 94 は、両手ともに復元した図像である。 
 
図 94  両手を復元した図像 
 
⑥ 侍者の刀剣 




図 95  侍者の刀剣の装飾物の復元過程 
 115 
 第一次検討下絵までで、図像を復元的に補った要素が強い箇所は、以上の 4つである。 
図 96 は、第一次検討下絵の全体図である。 
 
 
図 96  第一次検討下絵  全体図 
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116 ジョサイア・コンドル『河鍋暁斎』山口静一 訳,岩波書店,2006.4 

























































































       

























図 101 河鍋暁斎《観世音菩薩図》部分の拡大  絹本著色、掛軸装、縦 101.9 ㎝ × 横 54.3㎝、 
明治 12年もしくは明治 16年〜22 年  日本浮世絵博物館蔵  
 
 




図 103 彩色全体のサンプル       図 104 彩色全体のサンプルに水墨のトーンを入れたもの 
 





















図 105 《龍頭観音図》部分 イスラエル・ゴールドマン所蔵         
（『画鬼暁斎  Kyosai - 幕末明治のスター絵師と弟子コンドル』展図録, 三菱一号館美術館,河鍋暁斎記
念美術館編, 2015）  
 125 











図 106  河鍋暁斎《龍頭観音図下絵》   図 107  村松梢風『本朝画人伝』   図 108 《龍頭観音図》  
紙本墨画淡彩、101.9×54.1cm、        下巻(昭和 8(1933)年）口絵の     イスラエル・ゴールドマン 
河鍋暁斎記念美術館                   《龍頭観音図》                  所蔵 
(『暁斎 その魅力ある世界−画稿・       (村松梢風『本朝画人伝』下巻,   （『画鬼暁斎  Kyosai 
下絵集−』河鍋暁斎記念美術館,2019.1)   平凡社,1933)                    - 幕末明治のスター絵師 
                                   と弟子コンドル』展図録, 











線にも意図的に筆を止めて角張らせているような表現が見られた(図 109、図 110)。 
 
 
図 109 『本朝畫人傳』口絵の《龍頭観音図》部分     図 110 イスラエル・ゴールドマン所蔵      
(村松梢風『本朝画人伝』下巻, 平凡社,1933)         《龍頭観音図》部分 





























鱗が円柱形の構造に乗るように描かれており、これを参照しながら修正した (図 113)。 
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122 ジョサイア・コンドル『河鍋暁斎』山口静一 訳,岩波書店,2006.4,p.76,77 
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図 116   参考作例 河鍋暁斎《十二ヶ月之内五月》(部分) 大判錦絵三枚続     
（『画鬼暁斎 : Kyosai : 幕末明治のスター絵師と弟子コンドル』展図録, 三菱一号館美術館,河鍋暁斎記
念美術館編, 2015）                               
 
 
図 117  侍者のもつ刀剣の装飾物の修正  
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 以上が特に意識的に修正を加えた部分である。図 118 は、最終決定した本画のための下絵
の全体写真である。 











図 119 画絹を糊で木枠に張り込んだところ 
 




ながら教え、コンドルはその記録を『Painting and study by Kawanabe Kyosai』で詳述
し、下絵も掲載している124。 






123 画絹の絹目や礬水の濃度は、第 2章の第 2節を参照。 
124 ジョサイア・コンドル『河鍋暁斎』山口静一 訳,岩波書店,2006.4,p.114-118 
 132 
・下絵から絹本に修正を加えながら描き写す＝墨での素描き 
観音の容貌、両手、両足 →  衣 →  龍の頭、頸、爪、胴体、尾  
→ 雲と観音の頭光 (暈し) 
・彩色 



























125 ジョサイア・コンドル『河鍋暁斎』山口静一 訳,岩波書店,2006.4,p.118-146 














かって左の岩石と龍の爪を描いた。岩石の描き方は『Painting and study by Kawanabe 
Kyosai』に、「斧描き」として記載がある(図 113)127。和訳本では「まず刷毛を寝かせ次
に刷毛を立てる描法」128とされているが、ここでは英文本の「using the face and the 













127 ジョサイア・コンドル『河鍋暁斎』山口静一 訳,岩波書店,2006.4,p.81 
128 註 126掲書,p.81 











た。図 118 は、この段階での途中経過、図 119 は描き進めた順番を図示したものである。 
 




































図 122  墨での暈しのイメージ図 
 




図 123 雲の陰影を入れた全体図 
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裏彩色の様子が図 124 である。 
 















粉が塗られていた。ここまでの様子が、図 126 である。 




































131 である。  
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tings and Study by Kawanabe Kyosai』を中心に、文献資料から当時用いられていた技法
材料を調査した。 
















































































































































・佐藤道信『〈日本美術〉誕生 近代日本の「ことば」と戦略』 講談社, 1996.12 
・日野綾子「河鍋暁斎《山姥図》 : 図様と制作背景に見る明治期の暁斎」『デアルテ : 
九州藝術学会誌 = De Arte : journal of the Kyushu Art Society』 34 号, 九州藝術学
会, 2018 




誌』92 号,河鍋暁斎記念美術館, 2006.11 
・「龍池会記事 第一回巴里府日本美術縦覧会記事」『近代美術雑誌叢書 1 大日本美術
新報』第 1巻,ゆまに書房,1990.9 








て」『暁斎：河鍋暁斎研究会会誌』58 号, 河鍋暁斎記念美術館, 1992.5 
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ぎょうせい,1992 
・『東京芸術大学百年史 東京美術学校篇 第 3巻』,東京芸術大学百年史編集委員会編,
ぎょうせい,1997 
・佐藤道信「狩野派の終焉」『明治日本画史料』,青木茂 編, 中央公論美術出版, 1991.5 
・古田亮『日本画とは何だったのか 近代日本画史論』 角川選書,2018.1 
・結城素明『新日本画講義』日本美術学院(国立国会図書館デジタルコレクション書誌 ID 
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